
 
 

 

 

 

 

４日（木）、筆の里工房へ筆づくり体験に行ってきまし

た。この事業は、毎年４年生が伝統工芸士さんに手ほどき

を受けながら、世界に１本だけの自分の筆を作る体験で

す。子供にとってこのような校外での体験学習は、知的好

奇心を高め、将来の主体的な学びへとつながっていきま

す。 

当日はお二人の伝統工芸士さんが、一人一人の子供の

手を取りながら、優しく作り方を教えてくださいました。子供たちが行った工程は、芯にな

る穂首に巻き付ける毛を平らにならしたり、麩糊をたっぷりと含ませた穂先を整えたりす

ることでした。 

 熊野の子供である以上、筆づくりについて知っておくことは大切なことだと考えます。短

い時間ではありましたが、良い機会を与えてもらいました。 
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熊野で一番小さなクラスの一番大きな挑戦 

 


